
(1) 舞台照明家協会ニュース 昭和40年 12月 1日

協
会
の
名
与
会
員
上
条
甲
午
殿
が
こ
の
十
一
月
七
日

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
上
条
氏
の
許
で
仕
事
を
し

た
の
は
昭
和
四
年
九
月
開
場
し
た
新
宿
新
歌
舞
伎
座

（
今
は
な
い
新
宿
第
一
劇
場
）
で
、
約
二
年
間
で
し
た
が

そ
の
後
も
同
じ
松
竹
傘
下
の
こ
と
で
あ
り
陰
に
陽
に
御

世
話
に
な
ま
し
た
。

思
い
出
を
書
く
と
数
か
ぎ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
（
お
兄

様
の
御
話
に
よ
る
と
）
青
年
の
頃
家
を
飛
び
出
し
旅
芝

居
と
か
、
天
一
初
代
天
勝
一
座
な
ど
に
つ
い
て
全
国
を

巡
業
し
、
そ
の
行
方
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
由
、
（
ご
先

輩
上
野
氏
の
御
話
に
よ
る
と
）
、
大
正
九
年
頃
の
浅
草
興

行
界
の
い
わ
ゆ
る
キ
ネ
オ
ラ
マ
時
代
に
博
覧
会
な
ど
で

大
い
に
活
躍
さ
れ
、
関
東
大
震
災
直
後
松
竹
に
入
り
、

舞
台
照
明
用
配
電
盤
工
事
を
は
じ
め
、
演
劇
舞
台
上
に

は
じ
め
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
海
岸
の
場
に
月
を
出
し
た

り
、
プ
リ
ズ
ム
に
よ
る
虹
、
雲
、
火
焔
な
ど
を
駆
使
さ

れ
、
そ
の
当
時
中
央
地
区
で
舞
台
照
明
請
負
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
お
ら
れ
た
松
井
阿
久
理
太
郎
氏
な
ど
と
共

々
‘
舞
台
照
明
の
黎
明
期
に
大
変
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
今
わ
れ
わ
れ
の
常
識
に
な
っ
て
い
る
舞
台
照
明
効

果
も
数
々
考
案
さ
れ
、
そ
の
仕
事
の
早
く
確
実
で
あ
っ

た
点
な
ど
、
私
の
大
い
に
学
び
得
た
も
の
で
し
た
。
一

方
非
常
に
気
丈
夫
な
方
で
、
演
出
家
俳
優
と
の
衝
突
も

し
ば
し
ば
で
、
気
心
に
な
く
と
も
口
先
が
悪
く
、
「
馬

鹿
野
郎
」
「
半
端
人
足
ッ
」
な
ど
の
叱
吃
は
常
の
こ
と

舞
台
で
「
電
気
や
ッ
」
と
呼
ば
れ
る
と
、
「
電
気
や
ぢ

や
な
い
照
明
や
だ
ッ
」
と
い
い
返
す
の
も
彼
で
し
た
。

俗
に
い
う
職
人
気
質
と
い
う
か
、
江
戸
ツ
子
気
質
と
い

前

故
上
條
甲
午
殿
の
思
い
出
田

郎

う
か
、
宵
越
の
銭
は
持
た
な
い
性
格
で
、
私
ど
も
は
良

く
飲
み
、
か
つ
良
く
働
か
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
ま
た

病
気
で
足
腰
の
立
た
ぬ
よ
う
な
時
で
も
、
照
明
室
の
デ

ン
マ
ー
セ
ッ
ト
の
上
に
座
を
敷
い
て
寝
な
が
ら
わ
れ
わ

れ
を
指
導
し
て
お
ら
れ
た
責
任
感
。
ま
た
当
時
学
究
肌

の
遠
山
氏
と
は
ぴ
っ
た
り
行
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
秋
葉
氏
、
大
庭
氏
な
ど
遠
山
氏
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

で
劇
場
へ
こ
ら
れ
大
変
困
っ
て
お
ら
れ
た
事
々
も
な
っ

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

兎
も
あ
れ
爾
後
昭
和
三
十
年
十
二
月
松
竹
を
定
年
退

職
を
さ
れ
る
迄
、
一
生
を
舞
台
照
明
の
第
一
線
に
立
た

れ
、
そ
の
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
は
な
く
（
あ
っ
た
の
は

帝
劇
と
、
貸
器
具
屋
の
み
）
燈
光
湘
の
皿
に
色
ニ
ス
を

塗
っ
て
照
明
を
し
て
居
っ
た
よ
う
な
時
代
か
ら
、
前
述

の
キ
ネ
オ
ラ
マ
技
術
の
導
入
、
ま
た
は
配
電
盤
の
改
善

後
輩
の
育
成
な
ど
に
数
々
貢
献
さ
れ
、
今
日
の
舞
台
照

明
と
い
う
部
門
が
確
立
さ
れ
る
迄
、
そ
の
基
盤
を
築
き

上
げ
ら
れ
た
諸
先
輩
の
一
人
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
一
同

そ
の
御
冥
福
を
御
祈
り
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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＾ 

第
八
回
常
任
理
事
会

一
、
日
時
昭
和
四
十
年
十
一
月
九
日
午
後
一
時

一
、
場
所
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館
一
号
室

一
、
出
席
者
小
川
、
前
田
、
大
庭
、
大
野
、
原
、
阿
部

（
順
不
同
）

一
、
記
号
統
一
委
員
会
報
告

各
地
区
提
案
を
検
討
し
て
協
議
会
に
最
終
案
と
し
て

提
出
す
る
た
め
、
再
度
記
号
委
員
会
及
常
任
理
事
会

に
か
け
る
た
め
、
近
日
中
に
会
合
を
も
つ
よ
う
、
事

務
局
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
協
議
会
総
会
に
対
し
て
の
東
京
案
作
成
に
関
す
る

件
東
京
側
と
し
て
、
協
議
会
総
会
に
ど
の
よ
う
に
臨
む

か
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
討
議
し
た
い
の
で
、
近
日
中

開
会
の
常
任
理
事
会
迄
に
意
見
を
持
寄
る
よ
う
に
、

欠
席
の
委
員
に
も
通
知
す
る
こ
と
に
決
め
、
事
務
局

に
委
嘱
し
た
。

一
、
新
入
員
会
審
査
の
件

長
野
県
飯
山
市
民
会
館
所
属
山
本
貞
夫
紹
介
者
滝
尾

正
会
員
、
事
務
局
よ
り
経
歴
書
に
よ
り
説
明
、
こ
れ

を
承
認
、
十
一
月
一
日
よ
り
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
時
十
五
分
閉
会

第
九
回
常
任
理
事
会
・
舞
台
・
テ
レ
ピ
ジ
ョ
ン
照
明
器

具
名
稲
記
号
統
一
委
員
会

一
、
日
時
昭
和
四
十
年
十
一
月
十
六
日
午
後
一
時

一
、
場
所
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館
一
号
室

一
、
出
席
者
小
川
、
前
田
、
和
田
、
相
馬
、
大
庭
、

高
橋
、
胄
木
、
原
、
（
順
不
同
）

一
、
記
号
統
一
委
員
会
報
告

各
地
区
の
提
案
記
号
を
検
討
、
異
る
も
の
は
多
数
決

と
し
て
処
理
し
て
、
決
定
を
み
た
。
こ
れ
を
十
二
月

上
旬
開
会
さ
れ
る
協
議
会
に
三
地
区
協
同
案
と
し
て

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
ラ
イ
セ
ン
ス
問
題
に
関
し
て

東
京
案
と
し
て
、
証
明
書
（
実
質
的
な
も
の
、
例
え

ば
照
明
経
験
年
数
、
照
明
履
歴
、
現
在
の
地
位
等
を
記

入
し
た
も
の
）
を
発
行
し
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
甚
礎

と
し
て
、
こ
れ
に
平
行
し
て
、
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
発

行
に
力
を
入
れ
、
こ
れ
ら
を
積
み
重
ね
て
行
く
方
向

に
進
め
る
こ
と
に
了
承
、
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
賃
金
問
題

東
京
と
し
て
は
働
く
人
逹
の
餃
金
を
全
国
統
一
は
せ

ず
、
地
区
的
に
各
個
に
決
め
、
こ
れ
が
同
じ
に
な
っ
て

も
か
ま
わ
な
い
が
、
地
域
的
事
情
も
あ
る
の
で
、
賃
金

統
一
化
は
し
な
い
考
え
で
臨
む
こ
と
に
協
議
し
た
。

l

、
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
問
題

東
京
で
現
在
進
行
し
て
居
る
大
略
な
目
次
を
示
め
し

て
、
細
目
に
か
ん
し
て
は
各
地
区
の
意
見
を
き
く
こ

と
に
了
承
。

以
上
各
項
目
を
東
京
統
一
意
見
と
し
て
総
会
に
臨
む

こ
と
に
決
議
し
た
。

一
、
理
事
会
招
集
に
関
す
る
件

十
二
月
九
日
理
事
会
を
開
催
、
協
議
会
報
告
、
名
称

＾ 変
更
、
会
貨
値
上
に
関
す
る
件
を
議
題
と
し
て
提
案

さ

れ

、

こ

れ

を

了

承

し

た

。

以

上

四
時
閉
会

第
十
回
常
任
理
事
会
開
偏

十
二
月
九
日
木
曜
日
午
前
＋
時
よ
り
会
議
時
間
二
時

間
・
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館
一
号
室

第
四
回
理
事
会
開
催

十
二
月
九
日
木
曜
日
午
後
一
時
よ
り
会
議
時
間
二
時

間
／
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館
一
号
室
／
議
題
◇

協
議
会
報
告
◇
名
稲
変
更
◇
会
饗
値
上
◇
総
会
の
件

日
本
舞
台
テ
レ
ビ
美
術
家
協
会
よ
り
の
礼
状

謹
啓
初
秋
の
候
ま
す
ま
す
御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
／
さ
て
昭
和
四
十
年
度
当
協
会
主
催
「
湘
舞
台

テ
レ
ビ
美
術
展
」
は
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
多
大
の
成

果
を
収
め
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
偏

え
に
皆
様
方
の
ご
努
力
の
賜
も
の
と
深
く
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
協
会
員
一
同
は
演
劇
、
テ
レ
ビ

美
術
の
一
囮
の
発
展
の
た
め
に
徴
力
を
尽
し
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
特
様
方
の
御
厚
情
と
御
鞭
縫

を
御
顧
い
市
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

右
略
儀
な
が
ら
書
面
を
も
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
四
十
年
十
月
十
日

日
本
舞
台
テ
レ
ビ
美
術
家
協
会

一
同
会
員



(3) 舞台照明家協会ニュース 昭和40年 12月 1日

「
若
衆
歌
舞
伎
」
は
遊
女
歌
舞
伎
が
禁
止
さ
れ
た
た

め
に
起
っ
た
の
で
は
な
く
、
遊
女
歌
舞
伎
の
隆
盛
時
代

か
ら
す
で
に
あ
っ
た
も
の
で
、
若
衆
歌
舞
伎
も
遊
女
歌

舞
伎
と
同
様
踊
り
の
み
を
や
っ
て
居
て
、
矢
張
り
売
色

を
主
と
し
て
居
た
。

遊
女
歌
舞
伎
時
代
に
於
け
る
踊
り
は
現
在
歌
以
外
は

―
つ
も
残
っ
て
居
な
い
が
、
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
踊
は
、
若

衆
と
若
い
女
と
の
「
小
舞
」
を
中
心
に
し
た
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
殆
ん
ど
で
、
し
か
も
そ
れ
は
み
な
優
し
い
少
年

だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
右
近
源
左
衛
門
（
女
形
の
元
祖
と

注

い
わ
れ
る
）
の
こ
と
を
記
し
た
「
古
今
役
者
物
語
」
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
「
女
か
と
見
え
て
男
な
り
け
り
」
と

い
っ
た
よ
う
な
性
別
を
超
絶
し
た
一
種
の
「
美
」
の
律
動

が
、
将
軍
穂
川
家
光
を
始
め
多
く
の
若
衆
愛
好
者
達
に

よ
っ
て
寵
愛
さ
れ
、
一
連
の
「
業
平
も
の
」
（
な
り
ひ
ら
）

と
も
い
わ
れ
る
「
小
舞
十
六
番
」
別
名
「
業
平
踊
り
十
六

番
」
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
関
の
小
万
」
「
加
賀

の
菊
」
「
松
は
ゆ
た
か
」
な
ど
は
現
在
も
残
っ
て
居
る

「
遊
女
歌
舞
伎
」
の
禁
止
布
令
は
、
女
優
と
し
て
舞

台
に
立
つ
こ
と
を
一
切
許
可
し
な
い
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
の
で
、
こ
こ
に
日
本
に
女
方
（
お
ん
な
が
た
）
と

い
う
特
殊
な
職
分
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。
女
方
の
こ
と

を
「
を
や
ま
」
と
も
い
う
が
、
こ
れ
は
上
方
で
つ
か
っ

て
居
た
遊
女
の
異
名
「
お
山
」
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。「
物
真
似
」
が
演
劇
の
根
本
的
な
要
素
で
あ
る
事
は

い
う
迄
も
な
い
が
、
や
が
て
「
物
哀
似
狂
言
尽
し
」
と

い
う
演
劇
的
な
分
子
が
小
舞
の
間
に
取
入
れ
ら
れ
る
に

至
っ
て
初
め
て
、
女
の
年
令
や
更
に
そ
の
性
格
を
扮
す

る
女
方
も
考
え
て
演
じ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
の
物
真
似
に
、
廓
へ
遊
び
に
行
く
男
が
演
じ
る
滑
稽

味
あ
る
「
傾
城
買
」
（
け
い
せ
い
が
い
）
の
狂
言
が
非

常
に
人
気
を
呼
ん
だ
。
こ
れ
を
「
頻
城
事
」
と
い
い
、

丁
度
同
じ
頃
、
江
戸
の
吉
原
、
京
の
島
原
、
大
阪
の
新

町
等
に
廓
が
出
来
、
享
楽
機
関
と
し
て
当
時
の
話
題
と

な
っ
た
。
「
傾
城
事
」
の
別
名
を
廓
の
地
名
を
そ
の
ま

ま
と
っ
て
「
島
原
」
と
も
い
う
。
今
日
な
お
、
古
典
舞

踊
の
題
材
と
し
て
多
く
残
る
「
廓
も
の
」
は
こ
こ
に
源

を
発
す
る
所
以
で
あ
る
。

能
の
間
狂
言
を
模
倣
し
た
「
猿
若
」
を
当
り
芸
と
し

て
出
発
し
た
猿
若
勘
三
郎
は
、
若
衆
か
ぶ
き
の
座
と
し

て
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
年
）
に
江
戸
中
橋
（
京
橋

田

中

H
本
舞
踊
と
照
明
の
定
式

-

(4) 

恒

雄

二
丁
目
附
近
）
に
「
猿
若
座
」
を
創
設
し
た
。
こ
れ
が

江
戸
三
座
の
筆
頭
中
村
座
の
創
業
で
あ
る
。
猿
杓
勘
―
―
―

郎
を
し
て
、
現
在
の
歌
舞
伎
俳
優
の
第
一
号
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
歌
舞
伎
に
と
っ
て
一
転
期
を

築
い
た
の
で
あ
る
。

以
後
二
十
年
ば
か
り
の
間
に
、
京
に
七
軒
、
大
阪
に

六
軒
、
江
戸
に
中
村
座
を
始
め
市
村
叱
、
山
村
座
の
三

座
と
三
都
の
劇
場
が
次
々
に
建
て
ら
れ
、
芝
居
の
櫓
が

上
っ
た
。
日
本
で
は
古
来
、
芸
能
と
い
う
の
は
、
人
に

見
せ
る
前
に
神
に
見
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
念
が

あ
り
、
芸
を
演
じ
る
場
所
に
は
必
ず
神
の
席
が
設
け
ら

れ
て
あ
り
、
神
は
高
い
所
に
居
て
、
何
か
の
目
印
し
に

よ
っ
て
降
臨
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
櫓
の
梵
天
が
い

わ
ば
の
神
の
足
掛
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
櫓
と
い
う
云

葉
は
劇
場
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
代
名
詞
と
も
な
っ
た
。

か
く
し
て
遊
女
歌
舞
伎
禁
止
の
寛
水
六
年
か
ら
、
正

保
、
慶
安
を
経
て
二
十
三
年
目
の
承
応
元
年
（
一
六
五
ニ

年
）
、
つ
い
に
美
少
年
達
の
魅
力
を
代
表
す
る
も
の
で

あ
り
、
若
衆
の
生
命
だ
っ
た
前
髪
を
剃
る
こ
と
を
落
府

よ
り
命
じ
ら
れ
た
。
将
軍
家
始
め
大
名
の
氾
委
華
な
衣
裳

と
連
関
し
て
、
「
俳
優
の
衣
裳
を
校
沢
に
し
て
は
い
け

な
い
」
、
「
男
が
女
に
扮
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
」
、

「
女
が
男
の
一
座
に
加
っ
て
出
演
す
る
こ
と
も
い
け
な

い
」
、
「
俳
優
は
乗
物
に
の
っ
て
人
を
訪
ね
て
は
い
け

な
い
」
、
「
狂
言
に
現
存
の
人
名
を
使
っ
て
は
い
け
な

い
」
、
「
若
衆
歌
舞
伎
の
俳
優
は
前
髪
を
剃
り
落
さ
な

^ 
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く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
布
令
が
再
び
「
若
衆
歌
舞

伎
」
を
も
禁
止
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
二
十
年
は
批
は
ま
さ
に
踊
狂
時
代
と
い
つ
て
よ

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
あ
れ
程
の
若
衆
か
ぶ
き
踊

り
の
愛
好
者
だ
っ
た
三
代
将
軍
家
光
の
死
が
、
慶
安
四

年
（
一
六
五
一
年
）
に
訪
れ
た
こ
と
も
、
若
衆
歌
舞
伎

禁
止
に
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
間
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
年
）
に
は
浮
世
草

子
の
大
家
井
原
西
鶴
が
生
れ
て
居
り
、
承
応
元
年
に
は

歌
舞
伎
界
に
画
期
的
な
革
命
を
も
た
ら
し
た
著
名
な
戯

曲
家
、
近
松
門
左
衛
門
が
生
れ
て
居
る
。

若
衆
歌
舞
伎
禁
止
に
な
っ
た
江
戸
で
は
、
七
軒
の
興

行
師
が
連
署
し
て
、
以
後
男
に
粉
す
る
俳
優
は
誰
々
、

女
に
扮
す
る
俳
優
は
誰
々
と
い
う
風
に
肩
書
を
附
し
、

届
け
出
る
と
い
う
条
件
で
、
こ
れ
だ
け
は
許
可
に
な
っ

た
。
そ
の
時
の
裁
可
の
文
書
に
「
男
方
誰
女
方
誰
と
肩

書
に
致
し
紛
ら
は
し
き
儀
こ
れ
な
き
よ
う
」
と
あ
り
、

「
男
方
」
と
い
う
云
葉
が
使
は
れ
て
居
る
が
、
間
も
な

く
こ
の
よ
う
な
云
い
方
は
な
く
な
り
、
男
に
扮
す
る
俳

優
は
「
立
役
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

前
髪
を
剃
り
落
し
、
当
時
の
云
葉
の
「
野
郎
の
あ
た

ま
」
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
俳
優
は
そ
れ
ま
で
の

よ
う
に
容
色
の
美
し
さ
の
み
に
競
う
こ
と
か
ら
一
歩
進

ん
で
、
ま
ず
舞
台
で
は
技
芸
を
見
せ
よ
う
と
す
る
こ
と

に
な
り
、
又
同
時
に
地
の
頭
で
は
な
く
、
役
柄
に
よ
っ
て

か
つ
ら
を
工
夫
し
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本

の
演
劇
・
舞
踊
に
大
き
な
進
展
を
遂
げ
た
。

こ
れ
が
今
日
ま
で
に
及
ん
で
変
ら
な
い
「
歌
舞
伎
舞

踊
」
の
形
態
的
基
盤
を
築
い
た
「
野
郎
歌
舞
伎
」
な
の

で
あ
る
。
歌
舞
伎
舞
踊
は
こ
の
時
を
機
し
て
一
転
し
、

内
容
的
な
充
実
と
形
式
の
完
成
へ
と
、
以
来
今
日
ま
で

の
確
固
た
る
歴
史
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
（
つ
づ
く
）

右
近
源
左
衛
門
（
一
六
二
二
年
元
和
八
年

1
)

初
期
の
歌
舞
伎
に
女
形
の
演
技
を
植
え
つ
け
た
先
駆

者
と
し
て
、
女
形
の
祖
と
呼
ば
れ
、
ま
た
昔
々
物
語
に

「
三
味
線
一
人
、
地
謡
一
人
に
て
源
左
衛
門
芸
す
る
時
、

今
の
髪
と
い
う
も
の
な
く
、
欝
金
の
服
紗
（
う
こ
ん
の

ふ
く
さ
）
に
細
き
糸
を
付
け
て
額
に
か
ぷ
り
、
そ
の
服

紗
を
月
代
（
さ
か
や
き
）
に
打
掛
く
る
に
よ
り
、
月
代

を
隠
す
。
面
体
奇
麗
の
若
者
な
れ
ば
女
の
如
く
思
ゆ
る
」

と
あ
り
、
こ
れ
で
月
代
を
か
く
す
に
服
紗
と
か
手
拭
の

よ
う
な
も
の
を
用
い
は
じ
め
た
。
こ
の
服
紗
か
ら
帽
子

に
な
り
、
帽
子
に
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
女
形
が
艶
治
ぷ

り
を
発
揮
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
頃
の
舞
踊
の
名
手
で
「
女
方
古
今
無
類
な
り
」
と

評
判
記
「
剥
野
老
」
（
む
き
と
こ
ろ
）
に
激
賞
さ
れ
た
玉

川
千
之
丞
の
一
日
の
給
金
が
一
両
、
一
年
三
百
六
十
五

両
ず
つ
取
っ
た
と
、
西
鶴
の
「
日
本
永
代
蔵
」
に
も
し
る

さ
れ
て
い
る
。
一
日
一
両
は
現
今
の
こ
と
に
し
た
ら
ば

約
二
万
円
以
上
に
当
る
か
ら
・
月
給
に
し
て
六
七
十
万

円
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
相
当
の
厚
遇
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ー
日
本
演
劇
全
史
よ
り
ー

(
A
)

＾ 日
本
演
劇
協
会
主
催
の
第
六
回
演
劇
講
座
が
、
十
二

月
二
日
か
ら
三
日
間
朝
日
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

毎
夕
五
時
半
開
会
、
会
費
は
三
回
通
し
て
五
百
円
、
当

日
の
み
は
二
百
五
十
円
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
記
の
通
り
で
す
。

十
二
月
二
日
／
プ
レ
ヒ
ト
の
戯
曲
と
そ
の
理
諭
の
解
明

／
「
叙
事
的
演
劇
に
つ
い
て
」
の
内
垣
啓
一
・
「
プ
レ
ヒ

ト
作
品
を
演
出
し
て
」
小
沢
栄
太
郎
・
「
ベ
ル
リ
ナ
ー

・
ア
ン
サ
ン
プ
ル
を
観
て
」
安
部
公
房
・
「
私
の
プ
レ

ヒ
ト
観
」
＊
下
順
二
•
特
別
講
座
「
演
技
に
つ
い
て
」

ヘ
レ
ン
・
ヘ
イ
ズ
・
ロ
ム
ニ
ー
・
プ
レ
ン
ト
司
会
尾
崎

宏
次
十
二
月
＿
l-
日
／
演
劇
界
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
俳
優

の
歩
み
を
探
究
し
て
そ
の
人
と
芸
「
滝
沢
修
」
聞
き

手
尾
綺
宏
次
•
松
下
砂
子
。
「
榎
本
健
一
」
聞
き
手
高

島
忠
夫
。
「
英
太
郎
」
聞
き
手
秋
山
安
三
郎
。
「
尾
上
多

賀
之
丞
」
聞
き
手
安
藤
鶴
夫
。
司
会
大
木
豊

十
二
月
四
日
／
テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
観
点

・
小
山
内
薫
研
究
な
ど
／
「
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

1
観
点
」
小
川
和
夫
「
実
存
主
義
と
不
条
理
の
演
劇
」

内
村
直
也
。
「
最
近
の
海
外
演
劇
事
情
」
河
竹
登
志
夫
。

演
劇
人
研
究
「
小
山
内
薫
」
そ
の
業
績
戸
板
康
二

「
そ
の
人
と
作
品
」
小
島
政
二
郎
「
思
い
出
」
山
本
安
英

協
会
員
の
ご
参
加
を
の
ぞ
み
ま
す
。

な
ほ
詳
細
は
日
本
演
劇
協
会
事
務
局

宮
（
五
四
一
）
八
五
二
八
ヘ
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九月宝塚劇場で公演されたクハロー・ドーリ

ーの機能的な舞台装置が好評であった。

オリバー・スミス（一九一八年生）は昨年日生

劇場で公演された「ウエストサイド物語」の装

置家であり、スミスの装置の特色はその高度の

単純性にある。

たとえば家や建物の断片的な部分を抽象的に

使って、全体を思わせるやり方ーこの手法は舞

踊の要素が多く、したがって踊り手のために空

間をたっぷり用意してやらなければならない

「ウエストサイド物語」でいっそう顕著に見ら

れたが。こんどの「ハロー・ドーリー」でも随

所に生かされていた。

そして、この単純化のおかげでかれの開発し

た最大の革新といわれるク可動背景クが思うま

まの働きを持つようになり、それが機能的な舞

台転換につながってくるのである。

例へば「ハロー・ドーリー」で第一幕と第二幕

のあいだにいちどの休憩があるだけで、全十五

場がいささかの渋滞もなく、スムーズに転換さ

れていく。セットは左右にひかれたり、裏返さ

ロ

l 

朝舞
． 

日
ジ
ャ台
l 
ナ
ル装
よ
り
抜置
粋

‘̀ 
れ
て
帽
子
店
の
外
側
が
内
側
に
な
っ
た
り
、
バ
ッ
ク
ド

ロ
ッ
プ
が
上
げ
ら
れ
た
り
、
下
げ
ら
れ
た
り
し
て
、
小

気
味
の
い
い
く
ら
い
、
す
る
す
る
と
場
面
が
変
っ
て
い

く
。
む
ろ
ん
、
道
具
方
の
ト
ン
カ
チ
や
る
音
な
ど
な
い

こ
の
ス
ム
ー
ズ
な
舞
台
転
換
の
た
め
に
、
音
楽
も
演

技
も
、
と
ぎ
れ
な
く
流
れ
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。

ち
ょ
う
ど
、
し
つ
く
り
合
っ
た
二
つ
の
歯
車
の
よ
う

に
、
舞
台
運
び
を
背
景
の
転
換
が
、
有
機
的
に
か
み
合

っ
て
い
て
、
そ
れ
が
な
だ
ら
か
な
ス
ピ
ー
デ
イ
ー
な
演

出
を
可
能
に
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
か
れ
は
一
九
六

0
年
の
「
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
」

の
場
合
の
よ
う
に
、
ク
世
界
の
も
っ
と
も
美
し
い
シ
ョ

ー
ク
と
い
わ
れ
た
よ
う
な
入
念
な
装
飾
を
ほ
ど
こ
す
こ

と
も
あ
る
。

だ
が
、
「
わ
た
し
が
ア
メ
リ
カ
様
式
の
舞
台
デ
ザ
イ
ン

を
打
ち
た
て
る
の
に
試
み
た
こ
と
の
―
つ
は
、
セ
ッ
ト

を
、
そ
の
も
っ
と
も
単
純
な
要
素
に
還
元
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
こ
の
単
純
化
は
経
済
的
な
必
要
か
ら
で
は
な
く
、

よ
け
い
な
無
関
係
な
細
部
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
優
雅
な
上
品
な
感
じ
を
生
み
だ
し
た
い
た
め
だ
っ

た
」
と
、
か
れ
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

も
単
純
で
、
ス
マ
ー
ト
で
あ
る
の
が
、
か
れ
の
舞
台
美

術
の
身
上
な
の
で
あ
る
。

「
ハ
ロ
ー
・
ド
ー
リ
ー
」
の
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
の
デ
ビ
ッ

ド
・
メ
リ
ッ
ク
が
い
う
よ
う
に
、
「
た
い
て
い
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
は
赤
と
か
、
緑
と
か
‘
―
つ
の
色
し
か
駆
使
で

き
な
い
が
、
ス
ミ
ス
な
ら
、
そ
の
シ
ョ
ー
の
要
求
す
る

ど
ん
な
基
調
色
で
も
使
い
こ
な
し
て
く
れ
る
」
万
能
選

手
で
あ
り
、
そ
の
う
え
、
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
や
、
ど
ん

な
時
代
の
も
の
で
も
こ
な
す
。
し
か
も
仕
事
は
め
っ
ぽ

う
早
く
、
お
ま
け
に
多
量
で
、
こ
れ
ま
で
手
が
け
た
シ

ョ
ー
は
約
二
五

0
に
な
る
と
い
う
か
ら
ま
さ
に
プ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
の
ト
ッ
プ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。

そ
の
お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

「
オ
ン
ザ
・
タ
ウ
ン
」
「
ビ
リ
オ
ン
・
ダ
ラ
ー
・
ベ
ビ

ー
」
「
紳
士
は
金
髪
が
お
好
き
」
「
ハ
イ
・
ポ
タ
ン
・

シ
ュ
ー
ズ
」
「
ミ
ス
・
リ
バ
テ
イ
ー
」
「
回
転
木
馬
」

「
マ
イ
・
フ
エ
ア
・
レ
デ
イ
ー
」
「
フ
ラ
ワ
ー
・
ド
ラ

ム
・
ソ
ン
グ
」
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

「
不
沈
の
モ
リ
ー
・
プ
ラ
ウ
ン
」
「
ベ
イ
カ
ー
・
ス
ト

リ
ー
ト
」
な
ど
又
バ
レ
エ
、
オ
ペ
ラ
の
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
を
好
ん
で
「
ロ
デ
オ
」
「
フ
ァ
ン
シ
ー
・
フ
リ
ー
」

「
イ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
」
「
フ
ァ
ル
・
リ
バ
ー
物
語
」

「
不
安
の
時
代
」
な
ど
の
バ
レ
エ
や
「
椿
姫
」
「
マ
ル

タ
」
な
ど
の
オ
ペ
ラ
の
装
筐
も
や
り
、
そ
の
ほ
か
、
サ

ル
ト
ル
の
「
出
口
な
し
」
を
は
じ
め
、
ア
ヌ
イ
や
ノ
エ

ル
・
カ
ワ
ー
ド
や
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ら
の
劇
の
装
置
も
や

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
バ
レ
ー
・
シ
ア

タ
ー
」
の
一
九
四
五
年
以
来
の
共
同
主
宰
者
で
あ
り
プ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
で
も
一
九
四
四
年
以
来
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

ほ
か
に
共
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
製
作
し
て
き
て
い
る
。

ヽ
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＾ 
今年のイスター（三月二二日！四月二五日）

にチェコのプラーグで行われたCIE（国際照

明委員会•Commi器ionInternationaled̀Eel airage)の会合に於いてはチェコのCIE委員会の招待による三六のオペラ団による四九回のオペラ公演、一五のバレエ団による三二回のバレエ、六三の演劇グループによる二三四回の演劇が。一五の劇場に於て盛大に催されるといった豪華版であったが、中でも特に記憶するべき出来事としては、我々が俗に照明器具又はライト(L,anterns,(湘）Luminaries(.{1,.))と呼ばれる
概念に関して具体的な記号(SYMBOLS)が設

定されたことである。この委員会の実質的なメ

としては、ベルギー、チェn、フランス、イス

ラエル、英国、ソヴィエト、それに東独がオプ

ザーバーとして参加。米国が単に書面でこの会

議に参加したにとどまったのは残念である。
I ー、

国
際

に
照

小
明

JI I 
関 器

し 具記

俊
て
万ロ

lI_虹 | 

一
一
、
フ
ラ
ッ
ド
・
ラ
イ
ト
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F
l
o
o
d
L
i
g
h
t
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光
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l
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二
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ス
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ド
ラ
イ
ト

卜ィ

，
 

,r 

ト

が

,r 

ィ

ィ
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ス

，
 
,r 

'
』
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サ
~
わ
ル
た
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1
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i

 

r
 

，
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”
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＆
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e
c
i
a
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F
.
L
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各
国
か
ら
提
示
さ
れ
た
記
号
は
、
だ
い
た
い
基
本
的
に

似
た
も
の
で
あ
り
、
委
員
会
の
適
当
な
調
整
に
よ
っ
て

す
ぐ
統
一
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
結
果
に
基

づ
き
、
各
国
語
に
よ
る
記
号
表
示
が
一
九
六
七
年
に
米

国
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
る
C
I
E
の
世
界
会
議
に
於

い
て
批
准
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
会
議
に

於
い
て
は
調
光
方
針

(
D
i
m
m
e
r
s
)
及
び
操
作
方
法

(
C
o
n
t
r
o
l
s
y
s
t
e
m
)
に
つ
い
て
何
等
か
の
相
談
が
も

た
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

A
B
T
T
（
英
国
照
明
協
会
）
で
は
個
人
的
な
好
み

は
と
も
か
く
、
会
員
が
こ
の
記
号
を
使
用
す
る
よ
う
強

力
に
呼
び
か
け
、
一
方
英
国
最
大
の
照
明
器
具
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
ス
ト
ラ
ン
ド

(
S
T
R
A
N
D
)
会
社
で
は
便
宜

の
た
め
に
大
、
小
―
一
種
の
セ
ル
ロ
イ
ド
製
型
を
製
作
し

て
配
布
す
る
そ
う
で
あ
る
。

＾ 光
線
角
度
一

0
0
度
以
内
の
狭
角
の
も
の
及
び
光
線

を
カ
ッ
ト
す
る
設
備
の
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も
の
。

三
、
リ
フ
レ
ク
タ
ー
・
ス
ボ
ッ
ト
ラ
イ
ト

(
R
e
f
l
e
c
t
o
r
 
S
p
o
t
 L
i
g
h
t
)
 

反
射
鏡
（
リ
フ
レ
ク
タ
ー
）
を
有
し
、
光
源
又
は
反

射
鏡
を
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
光
線
角
度
を
調
整

出
来
る
も
の
。

四
、
シ
ー
ル
ド
・
ビ
ー
ム
・
ラ
ン
プ

(
S
e
a
l
e
d
 B
e
a
m
 L
a
m
p
)
 

五
、
レ
ン
ズ
・
ス
ポ
ッ
ト

(
L
e
n
s
S
p
o
t
 L
i
g
h
t
)
 

レ
ン
ズ
を
使
用
し
て
、
光
源
又
は
レ
ン
ズ
を
移
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
光
線
調
度
を
調
整
す
る
も
の
。

六
、
フ
レ
ン
ネ
ル
ス
ポ
ッ
ト
(
F
r
e
s
n
e
l
S
p
o
t
 L
i
g
h
t
)
 

光
線
を
や
わ
ら
か
く
す
る
た
め
に
フ
レ
ン
ネ
ル
・
レ

ン
ズ
を
使
用
し
た
ス
ポ
ッ
ト

七
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
・
ス
ポ
ッ
ト
又
は
エ
リ
プ
ソ
イ
ダ

ル
・
ス
ポ
ッ
ト
）

(Profile 
S
q
o
t
 L
i
g
h
t
.
 
Ellipsoidal.S.L) 

い
わ
ゆ
る
レ
コ

(
L
E
K
O
'
)
又
は
シ
ャ
ー
。
フ
ェ
ッ
ジ

・
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
大
砲
型
の
ス
ポ
ッ
ト
で
、

適
当
な
カ
ッ
タ
ー
、
又
は
打
抜
型
を
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
投
射
面
を
区
切
っ
た
り
、
模
様
を
投
影
す
る

こ
と
が
出
来
る
も
の
。

八
、
エ
フ
エ
ク
ト
・
ス
ポ
ッ
ト

(
E
f
f
e
c
t
s
 S
p
o
t
 L
i
g
h
t
)
投
影
機
の
こ
と
。

【
次
頁
上
段
へ
】
※
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九
、
ソ
フ
ト
ラ
イ
ト

(
S
o
f
t
L
i
g
h
t
)
 

広
域
に
散
光
を
出
す
も
の
で
明
瞭
な
影
の
線
を
出
さ

な
い
も
の
。
舞
台
照
明
で
は
バ
ト
ン
に
吊
下
げ
ら
れ

た
「
ボ
ー
ダ
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
も
の
」

T
B
B
S
 V
O
L
2
3
 N
o
.
3
 

s"pt1965J:.~af{ 

”
タ
ッ
プ
ス
”
と
云
う
ス
ト
ラ
ン
ド
電
気
会
社
（
英
国

の
最
大
の
照
明
器
具
製
造
会
社
）
が
年
間
四
回
発
行
す

る
小
雑
誌
の
中
に
照
明
記
号
の
こ
と
が
解
説
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
訳
を
付
け
て
み
ま
し
た
。

ま
た
ス
ト
ラ
ン
ド
電
気
会
社
は
器
具
製
造
ば
か
り
に
で

な
く
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
す
ご
く
積
極
的
に
乗
り
出
し

て
い
る
会
社
で
あ
る
。

矢
野
信
吾
氏
の

「
コ
ン
テ
に
よ
る
作
品
集
冬
の
日
」
個

十
二
月
五
日
（
日
）
よ
り
十
一
日
（
土
）
迄

銀
座
ク
リ
ス
タ
ル
画
廊
（
銀
座
松
坂
屋
う
ら
ス
エ

ヒ
ロ
の
前
）
朝
十
時
三

0
分
よ
り
よ
る
七
時
迄

開
催
皆
様
の
ご
高
覧
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
部
だ
よ
り

中
部
日
本
放
送
の
テ
レ
ビ
技
術
部
次
長
兼
照
明
課
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
当
協
会
々
長
の
柘
植
貞
輝
氏
は

九
月
一
日
付
を
以
て
照
明
課
長
の
兼
務
を
解
か
れ
ま

し
た
。
（
彩
光
五
九
号
よ
り
）

展

＾ 漏
宝
で
興
行
収
入
の
歩
合
制
採
用
か

朝
日
新
間
十
一
月
十
八
日
夕
閲
文
化
欄
で
菊
田
一
夫
東

宝
専
務
が
”
劇
作
家
ひ
で
り
”
を
題
し
て
面
白
い
脚
本

を
呼
出
す
た
め
の
―
つ
の
方
法
と
し
て
、
興
行
収
入
の

歩
合
制
を
脚
本
上
洞
料
、
舞
台
装
骰
料
等
の
金
額
に
採

用
す
る
と
発
表
し
た
。
以
下
抜
粋
す
る
と

私
の
と
こ
ろ
東
宝
で
は
、
来
年
一
月
あ
る
い
は
二
月

を
期
し
て
、
劇
作
家
、
音
楽
家
、
舞
台
美
術
家
、
照
明
家
、

音
響
効
果
担
当
者
等
に
差
上
げ
る
脚
本
上
演
料
、
舞
台

装
骰
の
金
額
を
輿
行
収
入
の
額
に
従
う
歩
合
制
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
脚
本
料
は
、
各
作
家
に

現
在
差
上
げ
て
い
る
額
を
最
低
保
証
と
し
て
支
払
い
、

劇
場
の
興
行
収
入
が
、
作
家
と
の
話
合
い
で
決
め
ら
れ

た
某
準
額
を
突
破
し
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
だ
け
の
金
額
を
上
積

み
と
し
て
差
上
げ
る
の
で
あ
る
。
劇
場
が
超
満
員
と
な

れ
ば
作
家
は
現
在
の
脚
本
上
油
料
の
倍
以
上
か
、
あ
る

い
は
何
倍
か
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

他
も
同
様
で
あ
る
。

外
国
と
日
本
で
は
典
行
形
態
が
ち
が
う
が
、
ス
タ
ッ

フ
に
対
し
て
の
支
払
い
だ
け
は
、
つ
ま
り
外
国
の
興
行

方
式
を
採
用
す
る
わ
け
で
あ
る
。
作
家
へ
の
は
げ
ま
し

と
な
り
、
而
白
い
脚
本
へ
の
呼
び
水
と
な
れ
ば
さ
い
わ

い
で
あ
る
。
近
日
中
に
各
菰
劇
職
能
団
体
と
話
合
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

す
べ
て
面
白
い
脚
本
を
呼
出
す
た
め
の
•
―
つ
の
方
法
な

の
で
あ
る
。

戸
日
本
舞
踊
曲
集
覧
森
治
市
朗
編
定
価
二
五

0
0円

邦
楽
舞
踊
曲
全
集
と
し
て
従
来
の
素
唄
歌
詞
集
と
異

な
り
舞
罰
地
方
専
用
の
歌
詞
、
（
オ
キ
、
チ
ラ
シ
、
セ

リ
フ
等
）
長
唄
一
三
三
曲
、
清
元
六
七
曲
、
常
盤
津

五
九
曲
、
義
太
夫
一

0
曲
、
俗
曲
八
四
曲
、
地
唄
二
〇

曲
、
帝
曲
ニ
―
曲
、
新
内
小
唄
四
二
曲
、
新
内
二
五
曲
、

奇
沢
三
二
曲
、
小
唄
二
七
三
曲
を
収
め
、
そ
の
解
説
と

共
に
舞
踊
上
油
上
必
要
な
大
道
具
、
照
明
（
一
部
分
）
．

小
道
具
、
衣
裳
、
か
つ
ら
等
も
参
考
に
曲
目
別
に
附

記
し
た
宝
典
で
、
ま
た
テ
ー
。
フ
に
よ
る
所
要
時
間
の

表
示
、
各
曲
終
り
に
「
所
作
の
秘
伝
」
、
「
舞
の
六

能
」
、
「
帯
の
結
び
方
の
名
称
及
型
」
、
「
か
つ
ら

の
型
の
名
称
」
、
「
扇
の
型
の
説
明
」
、
「
舞
台
用

語
」
、
「
手
拭
の
か
ぷ
り
方
と
鉢
巻
の
型
」
等
々
日

本
舞
踊
に
関
し
て
こ
れ
以
上
、
歌
詞
、
セ
リ
フ
、
音

の
入
れ
方
、
解
説
等
に
実
際
上
に
必
要
な
こ
と
が
網

羅
さ
れ
た
も
の
は
な
い
と
断
言
で
き
る
資
料
で
す
。

ご
一
覧
を
望
み
ま
す
。

ま
た
、
照
明
界
の
先
輩
久
本
十
美
二
氏
が
照
明
と
衣

裳
の
説
明
に
担
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
創
思
社
、
及
び
森
治
市
朗
氏
の
こ
好
意
に
よ
り

当
協
会
員
に
対
し
割
引
の
持
典
が
得
ら
れ
ま
し
た
の

で
こ
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

期
間
は
十
二
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
こ
の

点

、

お

見

逃

し

な

き

よ

う

に

、

（

阿

部

）

新

刊

案

内
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事
一
務
＿
員
＿

1
，1

直

lm

消

息

（

敬

称

略

）

滝
尾
輝
雄
十
月
十
日
両
国
同
愛
病
院
三
階
第
二
外

科
ベ
ッ
ト
番
号
二
三
一
八
。
胆
石
の
た
め

入
院
治
療
中
。

斎
藤
政
雄
歌
舞
伎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
随
行
の
処
・

十
一
月
五
日
元
気
に
て
帰
国

住
所
変
更

ー
小
川
俊
朗
日
野
市
平
山
一
、
五
五
五

国
英
雄
（
文
学
座
）
大
田
区
田
園
調
布
二
丁
目
四

番
九
号
（
今
和
泉
方
）

「
信
吾
北
区
西
ケ
丘
二
の
十
九
（
寿
楽
荘
）

コ
研
川
順
吉
（
今
井
照
研
）
中
央
区
勝
関
三
丁
目
九
番

七

号

舎

（

五

＝

二

）

八

〇

六

七

日
本
照
明
家
協
議
会
開
催

十
二
月
四
日
午
後
二
時
大
阪
宝
塚
寮
に
て

議
題
会
計
報
告
／
器
具
記
号
統
一
の
件
そ
の
他
九
件

福
祉
厚
生
委
員
会
よ
り

厚
生
資
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
大
野
委
員
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
舎
（
三
七
一
）
六
二
七
一
へ
ど
う
ぞ
。

会
費
未
納
督
促
状
発
送

十
一
月
十
三
日
四
十
年
六
月
以
前
未
納
者
に
対
し
て
ご

案
内
状
を
差
出
し
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程

お
願
申
し
上
げ
ま
す
。

＞
日
本
俳
優
協
会
事
務
局
移
転

所
属
変
更

中
央
区
銀
座
東
六
の
九
新
橋
演
舞
場
別
館

吉
田
英
雄
フ
リ
ー
よ
り
文
学
座
へ

合
（
五
四
一
―
-
）

0
九
四
一
ー

0
九
四
二

江
塚
東
一
静
岡
公
会
堂
よ
り
駿
府
会
館
へ

、
芸
術
議
員
連
盟
事
務
局
移
転

菊
地
忠
孝
駿
府
会
館
よ
り
静
岡
公
会
堂
へ

千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
二
番

新
入
会
員
招
介

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
四
三
五
号
室
事
務
担
当
宮
本

／
山
本
貞
夫
長
野
県
飯
山
市
民
会
館
長
野
県
飯
山

由

美

子

氏

宮

（

五

八

一

）

五

八

九

七

市
大
字
静
間
一
九
八
の
二

J
日
本
放
送
芸
能
家
協
会
事
務
局
移
転

昭
和
三
四
年
長
野
商
工
会
館
勤
務
舞
台

中
央
区
銀
座
西
七
丁
目
八
番
地
電
通
西
別
館

照
明
に
従
事

昭
和
三
七
年
十
一
月
飯
山
市
民
会
館
勤

舎
（
五
七
二
）
一
九
二

0
番

務
舞
台
照
明
担
当
現
在
に
至
る
。

ー
訃
報

上
條
甲
午

（
名
与
会
員
）
十
一
月
七
日
脳
溢
血
の

た
め
死
去
、
八
日
葬
儀
、
会
長
他
協
会
員

多
数
が
参
列
し
た
。

＾ 
,~...,. 

旦
リ
て
一
ッ
＿
ト

▼
十
一
月
の
シ
ー
ズ
ン
も
終
っ
て
、
早
く
も
師
走
の
月

を
迎
え
て
、
恒
例
歌
舞
伎
座
忠
臣
蔵
の
初
日
が
あ
け

ば
、
あ
と
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
な
勢
い
で
新
し
い
年
に

進
ん
で
ゆ
く
感
が
あ
り
、
流
れ
の
跡
に
歴
史
が
つ
く
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
▼
今
年
一
年
の
成
果
を
省
り
み

れ
ば
、
予
定
通
り
す
す
ん
た
人
も
、
七
分
通
り
、
ま
た

な
に
を
や
っ
て
も
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
人
も
あ
る
と

思
う
▼
国
事
も
混
沌
と
し
て
、
暗
中
模
索
で
僅
か
に
都

会
議
員
刷
新
が
一
条
の
光
明
か
▼
協
会
の
活
動
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。
問
わ
れ
て
も
、
胸
を
張
っ
て
、
答
が
で

そ
う
も
な
い
。
僅
か
に
こ
の
四
日
、
大
阪
で
の
協
議
会
で

「
照
明
器
具
記
号
」
が
全
国
統
一
で
き
る
は
こ
び
に
な

っ
た
、
長
い
間
、
討
議
さ
れ
た
も
の
だ
、
昭
和
三
十
二

年
三
月
発
行
の
会
報
一
号
に
、
篠
木
、
瀧
尾
両
氏
が
提
案

さ
れ
、
ま
た
同
じ
号
に
「
声
」
の
欄
に
故
里
見
進
氏
が

投
書
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
三
十
三
年
四
月
発
行

会
報
第
二
号
に
委
員
会
報
告
が
載
り
、
委
員
長
篠
木
氏

の
名
で
、
東
京
だ
け
が
決
定
を
見
て
、
一
覧
表
が
で
き
、

協
会
員
の
使
用
を
望
む
記
事
が
の
り
、
三
十
七
年
九
月

日
本
照
明
家
協
議
会
が
発
足
、
三
十
八
年
八
月
協
議
会

連
絡
会
の
席
上
、
全
国
統
一
問
題
が
提
出
さ
れ
、
二
年

間
、
各
地
区
で
委
員
会
が
設
置
、
討
議
さ
れ
、
十
一
月

に
三
地
区
の
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
の
間
世
界
の
照
明

界
に
も
こ
の
よ
う
な
動
き
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を

参
考
に
し
て
、
つ
く
ら
れ
た
こ
と
も
意
義
が
あ
る
と
思

ぅ
▼
こ
れ
か
ら
、
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
の
発
行
、
ラ
イ
セ
ン

ス
問
題
と
重
要
問
題
が
山
積
し
て
い
る
現
状
、
誰
れ
か

が
や
る
考
え
は
返
上
し
て
、
積
極
的
に
協
会
員
各
自
が

自
分
等
の
協
会
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
新
し
い
年
に

進
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

----------




